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学びの秋（パート２） 
学校だより№２７も、学びの秋（パート２）としてお届けします。 
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【 学校教育目標 】 

一人一人が輝く、笑顔あふれる学校 

自ら考え主体的に行動する人を育む教育の推進 

～考える子・チャレンジする子・つながり合う子～ 

№２７ 令和６年１１月２７日 

校 長 太良木 香江 

令和６年度 秋津小学校だより 

 

 

 

１１月１３日 ２年１組 地区別人権教育研修会 公開授業 
熊本市教育委員会は学校教育及び社会教育を通じて、すべての人の人権

が尊重されるための人権教育を推進しています。その一環として教職員の
研修、地区別人権教育研修会が行われ、２年１組の道徳科の授業を公開し
ました。 
 ２年１組の子どもたちは「くりのみ」という教材を使って相手の立場に
立って物事を考えたり、気持ちを想像したりする共感的理解について学習
しました。また相手を思うことが思いやりとしてつながっていくことも学
びました。授業の中で自分の考えを伝える、友達の意見を聞く姿が素晴ら
しかったです。

 

１１月の生活目標   きもちのよいあいさつをしよう 

              ～あいさつでつながりあおう～ 

 

１１月８日 ６年２組 研究授業 道徳科 
「手品師」という教材（お話）を使って「『誠実』な生き方」について子

どもたちは考えました。「誠実」は普段なかなか考えることが少なく、大人
の私たちも「『誠実』ってどういうことですか？」と尋ねられたときに、相
手に分かるように説明するのは難しいと感じます。 
 ６年２組の子どもたちは、お話の主人公の手品師が「大劇場に出られる
チャンス」と「出会った男の子に手品を見せる約束」のどちらを選択する
か揺れる思いを、真剣に考えていました。その姿こそが「誠実な生き方」
だと感じた授業でした。 

 

 

１１月１２日 ＰＴＡ後援企画「あきつ de 大冒険」 
 子どもたちがグループで校内に掲示された謎解きにチャレンジした後、体
育館に集合すると、なんとスペシャルゲストの謎解きクリエイターの松丸亮
吾さんが登場！！体育館は子どもたちの大きな歓声に包まれました。中には
松丸さんから声をかけられ、感動して涙を流す子どももいました。 
 子どもたちの質問から、松丸さんは自分の生き方について話してください
ました。「小学校３年生から謎解きを始めた。自分の好きなことや仕事をやっ
ているととても楽しい。自分の夢をあきらめずに追いかけることはとても大
事。謎解きを仕事にすることに不安もあったが、人生は１回きり。自分が好き
なことで失敗したいと思った。うまくいかなかったときは、なぜうまくいか
ないのか本気で取り組んだ。全力で頑張ったので、謎解きの世界大会で優勝
することもできた。みんなもチャレンジすることをやってほしい」松丸さん
の言葉は、子どもたちの心にしっかり届いたことでしょう。 
 今回の企画ではＰＴＡの皆様をはじめ、地域の皆様にもご協力いただきあ
りがとうございました。子どもたちの忘れられない体験となりました。 
 
 
 

 

 


